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 エアコン慣れしてしまった身体に、秋の空気はやさしいですね。高い空と雲に向かって深呼吸。 

新鮮な何かをグッと入れて、小さなリフレッシュを上手に使っていきましょう。 

１０月は、参加すること、考えること、話しあうことが多くなる時期です。準備や想定をしな 

がら、誰かと“一緒”に進んでいけば、喜びは倍増ですし、何かあっても見つめ合える仲間がい

れば安心です。遅い夏バテに注意しながら、美味しい物を食べながら、みんなが楽しい秋になる

ように、「どうする？」「どうだった？」と声をかけあっていきましょう。  

迷ったら、煮詰まったら、いつでも あんず に声をかけてください。 

 

—10 月・11 月の予定— 

 10 月 ６日（金）・31 日（火） ＯＴ（児童） 

 10 月 12 日（木）・17 日（火） ＳＴ（児童） 

 10 月 11 日（水）・17 日（火）・23 日（月）保護者座談会 

（児童・保訪） 

 10 月 24 日（火） 健康診断（児童） 

 10 月 28 日（土） あんず de 研修交流会（幼稚園保育所の先生方） 

 11 月 1 日（水）・20 日（月） ＯＴ（児童） 

 11 月 17 日（金）・27 日（月） ＳＴ（児童） 

 11 月 9 日（木） ドクターＮの医療相談（児童・放デイ・保訪） 

 11 月 15 日（水） 地域連携日（児童のみ支援はお休みです） 

 

＝お知らせ＝ 

≪保護者座談会のお知らせ≫（児童） 

  児童の支援時間に、放デイの保護者の方に来ていただいてお話をしていただく座談会を 

10 月 11 日（水）・17 日（火）・23 日（月）に行います。（10:30～11:30） 

今の学校や家庭での生活の様子や、就学前の子育て、就園、就学、その他もろもろあれこれを 

お話していただきながら、皆さんでおしゃべりする時間にしたいと思います。 

 登園日に当たっていない場合も、座談会だけの参加は構いません。（保育はありません） 

保育所等訪問支援を利用されている方もＯＫですので、お問い合わせください。 

 

 

≪定期健康診断について≫（児童） 

10 月 24 日（火）13：30 より、就学前のお子さんを対象に健康診断を行います。 

先生は、櫻澤医院の 茂出木先生 です。あんずを利用していただく上で受診は必須で 

すが、幼稚園・保育所で健診を受けている場合は、受けないでいただいても構いま 

せん。但し、利用日に当たっている方は、受診をお願いします。 

    

    



≪ドクターＮの医療相談≫（児童・放デイ・訪問支援共通） 

  今年度 3 回目の『ドクターN の医療相談』を 11 月 9 日（木）14：00～に行います。 

医療相談は、埼玉医科大学総合医療センター小児科の 奈倉道明 先生が行います。 

“ドクターの話を聞いてみたい”“診断ってどう考えればいいの？”“病院に行く前に…”等、

ちょっとした思いで構いません。今回は定員を満たしていますが、ご希望ご関心のある方はお

声をかけてください。（ひと枠 30 分：4 組）        【今後の予定： １/11（木）】 

 

 

≪地域連携日について≫（児童・放デイ共通） 

11 月 15 日（水）は地域連携日となります。今回は、就学前の児童のみ支援をお休みにして、 

 放デイは通常通りの支援となります。お間違えのないよう、よろしくお願いします。 

  大きな集団での生活と、あんずでの支援を連動させていくための有意義な時間にしてきたい 

と思います。訪問するお子さんには事前にお知らせしますので、よろしくお願いします。 

 

 

≪就学・就園等、今後に関する相談について≫（児童・放デイ・訪問支援共通） 

  秋は、少し先のことを決めたり考えたりすることの多い時期です。就学や中学校、高校への 

進学、幼稚園入園や保育所入所申請等について、子どもひとり一人の姿とご家族の思いや過ご 

し方に応じて進めていきたいですね。利用日に限らず、随時、相談の時間を設けられますので、 

“今”と感じたらすぐに声にしてください。些細なことでも構いません。 

「話してよかった～」は、その子、そのご家庭らしい選択に近づく一歩になると思います。 

 

 

 

 

児童の支援あれこれ     

幼稚園や保育所など、併用先では運動会の練習真っ盛りの 9 月は、あんずの活動にも 

運動会ごっこを取り入れました。  

本番の衣装にも慣れられるよう、頭にはバンダナ、腕にはお花をつけます。いつもと違う 

 活動に「ワクワク」な子もいれば、「ヤダ！」と大泣きの子、自分の出番が終わると、外し 

ちゃうものの、また出番がくると、ちゃんと付けてくれる子、ひとり一人ちがった様子を 

見せてくれました。 

 かけっこや大玉ころがし、リレーなど、運動会経験済みの子は、わかって楽しめ、初めて 

の子の見本になってくれていました。初めての子も、お母さんお父さんに 

ゴールにいてもらって、安心して参加できたようです。 

 いつもの“うんどう”とは少しちがった内容に、いつもより大きな歓声の 

中での活動も安心して楽しめた経験で、“いつもとちがうのも楽しい！”と 

心の余裕につながっていくといいなと思います。 

 

 

 



 

放デイのひとり言    

  今年は新学期が始まっても残暑が厳しく、子ども達も学校から疲れて帰ってくるのだろうと 

 思っていたら、みんな体力がついてきて、笑顔で楽しく過ごせています。そんな中、嬉しい姿 

を見つけました。 

 ひとつは、「追いかけ玉入れ」という、一人が背負ったカゴに子ども達が玉を投げ入れる活動

の時です。 

普段は大人がカゴを背負うのですが、学年を越えた子ども達の関わりを広げたいと、 

中学生のお姉さんにお願いしてみると、「1 回だけならいいですよ」と引き受けて 

くれたのです。みんなの前で注目されることが苦手なお姉さんが、後輩のためにと 

一肌脱いでくれた、うれしい出来事でした。 

 ２つ目は遊びの時間。普段は大人と一対一での遊びを好んでいる高学年のお子さん 

ですが、中学生の追いかけごっこが楽しそうだったのでしょう。自分から働きかけ、それを 

中学生が上手く受け止めて、一緒にかかわりながら楽しそうに遊び始めたのです。 

小学生から中学生までいる、放デイならではのうれしい姿でした。 

私たち大人は、そんな子ども達の成長を、 

これからも温かく見守っていきたいと思います。 

 

 

  〈お祭りごっこ報告〉 

今年の放デイの『お祭りごっこ』は、おそろいの手作りはっぴを作るところから始まりまし 

た。背中には『祭』の文字！ そこを中心にクレヨンやサインペンを使い、色塗りや思い思いの 

模様や絵が付けくわえられ、素敵な“自分のはっぴ”になりました。 

 当日は、普段は下校が遅い高学年や中学生も夏休みなので、みんなで一緒にスタート！ 

はっぴを着て、ヨーヨー釣り、射的、輪投げに挑戦！どれも盛り上がったのですが、 

一番人気は射的でした。お菓子の箱を的に、“割りばし鉄砲”と“洗濯ばさみ鉄砲” で挑戦。 

はじめは、輪ゴム付けを手伝っていた子も、「自分でやりたい」「やってみる」と自分でできる 

ようになる子が続出。的が倒れなくても、「次！」と、何度もチャレンジする姿を見せてくれま 

した。最後には、お土産のプレゼントと記念写真！ 後ろ姿のポーズは、何とも言えない、かわ 

いく、カッコいい姿でした。 

 ポスター作りのお手伝いもありがとう‼ ステキなポスター、 

児童のお友達にも見てもらえました。 

 

 

 

            譲ってください 

使わなくなったチャイルドシートがありましたら、お譲りいただければ幸いです。 

児童の送迎の際に使わせていただきたく、よろしくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 



保育所等訪問支援ある日あるとき 

9 月は、地域連携日があったので、訪問担当だけでなく、普段あんずで支援にあたっている

児童のスタッフも、幼稚園保育所へ伺わせていただきました。どの園も運動会練習三昧でした。 

  この季節、運動会の練習やそのための制作等で、1 日の過ごし方が少しタイトになっていま 

すが、私たちが目で追っている子達も、臨場感を味わい、楽しんで頑張っている姿をたくさん 

見せていただきました。“みんなと一緒に”と、無理に引っ張り上げすぎずに楽しめる配慮や、 

リレーのような勝負事への参加の仕方の工夫があり、とても中身の濃い繊細な展開があります。 

少しその仲間に入れさせていただき、その子とクラスの出来栄えに、一足早く感動しちゃいま 

した。ご家族の皆さん、先取りすみません… 

学童保育室も２学期が始まり、いつもの放課後モードの訪問になっています。運動会の練習 

 で疲れ切っている姿もありましたが、その子も集団も少し器が大きくなって、余裕のある過ご 

し方になっているなと実感する場面がいくつもありました。行事の一歩って大きいですね。 

  9 月に伺えなかったところもあり、申し訳ありません。10 月、よろしくお願いします。 

 

 

 

  

あんず書店    

            ポルトガルの昔ばなし 

『はしれ！ カボチャ』 �  

絵／ アンドレ・レトリア  訳／ 宇野和美�

文／ エバ・メフト�
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             おばあさんがおめかしして、まごの結婚式に出かける途中、 

            オオカミたちに出くわしてしまいました。 

「帰りはご馳走を食べて、もっと太ってるから」と言って、 

見逃してもらいましたが、おお、帰り道はどうしましょう‼ 

おばあさんは、大きなカボチャの中に入って、転がっていくことに 

なりました。おばあさんの運命はいかに‼ 

             ことばの繰り返しがきもちいい、ハロウィンにぴったりの絵本です。 

                                       （東江） 

 

 

 

☆お 礼☆ 

   先月は、物語の絵本をたくさんいただきました。 

     本当にありがとうございます。 

 

ついてなくても 

あんず がついてる 

 


